


















Ⅵ.他人資本利子率の算定

(1)有利子負債に対する利子率

　　有利子負債の額に対する他人資本費用の平成11年度実績とした。

3.40%

(単位：％)

年度 11

区分

3.40

(注)社債及び借入金の平均利子率である。

(2)有利子負債以外の負債の利子相当率

　　国債利回りの禍



Ⅶ.自己資本利益率の算定

1.ＣＡＰＭ的手法による自己資本利益率

(単位：％)
年度 平均（注４）

H9
区分 単年

3.04 1.18 0.67 －

β値の適用 ○ × × －

2.20 1.50 1.69 －

①－② 0.84 － － －

β＝1~























（参考３）

設 備 区 分 別 の 費 用 明 細 表 (端 末 系 伝 送 路 の 内 訳）









（参考６）

接続会計報告書の設備区分と網使用料算定根拠における明細表の設備区分の対応

接続会計報告書の設備区分 網使用料算定根拠における明細表の設備区分

端末系伝送路（加入者回線） 端末系伝送路（加入者回線）

主配線盤

公衆電話設備 公衆電話設備

ディジタル公衆電話設備

主配線盤～端末系交換設備伝送路 端末系交換設備

端末系交換設備

端末系交換設備間伝送路 端末系交換設備間伝送路

群タンデム交換設備～端末系交換設備伝送路

群タンデム交換設備 群タンデム交換設備

端末系交換設備～中継系交換設備伝送路 端末系交換設備～中継系交換設備伝送路

端末系交換設備～中継系交換設備伝送路（斜回線）

中継系交換設備 中継系交換設備

信号網設備 信号網設備

番号案内データベース 番号案内データベース

番号案内設備

手動交換設備

総合ディジタル網加入者モジュール 総合ディジタル網加入者モジュール

専用加入者線装置モジュール 専用加入者線装置モジュール

主配線盤～専用加入者線装置モジュール伝送路

専用線ノード装置 専用線ノード装置

専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路 専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路

専用線ノード装置～相互接続点伝送路 専用線ノード装置～相互接続点伝送路

専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路 専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路

中継系交換設備～相互接続点伝送路（分離型関門交換機） 中継系交換設備～相互接続点伝送路（分離型関門交換機）

呼関連データベース 呼関連データベース

ＰＨＳ接続装置 ＰＨＳ接続装置

網改造料 網改造料

指定外県内配線盤～端末系交

硯間伝送路

機､ 設備

5Hー№�郁踏 5Hー№�郁踏

端沫設備 端沫設毘お刺-送ﾔ�

紀E¥使用料�A艀�廿9俔H��支桿ｬu

支桿







(参考２）

加算料相当コスト算定の参考データ

１．加算料相当コストの詳細データ
¢ｲﾌ筒ﾆ脂ﾗ枠�

（１）接遜輛ﾈpさ¥ｳTf｢[sRニ













Ⅱ．固定資産

（単位：百万円）

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 算定方法

線路設備 光ケーブル 取得固定資産 205,146 255,269 304,356 351,547 397,186 463,235 255,269531,2538.28 0  TD64,5,16755,269

255,2690475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  TD /391.86  1.24.0545  TcCC592E88E990B582A1j�54.12 -0.6  TD /F0 8.76  Tf�0.0545  Tc (205,146) Tj�38.253,91TD (255,269) Tj�38.154 4 0D (255,269) Tj�38.154 906D (531,2538.28 0  18 0 60,05155,269) Tj�38.166,59TD (397,186) Tj�38.52  940D (255,269) Tj�38.198,859355,2690475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  468/F0 5.1.84jf�<8E5A92E895FB9648C9A95A08  TD765821F5 Tf�<8CF583508CC592E88E918E59> Tj�54.12 -0.6  TD /F08.566  Tf�0.0545  Tc (205,146) 36�38.26,656D (531,2538.28 0  170112355,269) Tj�38.28 28 106D (531,2538.28 0  2  230,753)8-582.12 -20.51,396D (531,2538.28 0  28593937D58-582.12 -20.52   (4,761),2582.12 -20.51,396D (53,2599) Tj�38.3 0 00,753)271F0 10.24.0545  Tc (0475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  TD /391.86  1.24.0545  TcCC592E88E990B582A1j�54.12 -0.6  TD 63566  Tf�0.0545  Tc (29582) Tj�38.52  940D (25,16) Tj�3838.  140,753)83.84j�38.20,582.12 -20.28 300,7535,11338.28 0  170112355,28,1925,145395,090475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  TD /391.86  1.24.0545  TcCC592E88E990B582A1j�549A72 2 -0.6  TD 63566  Tf�0.0584j�38.4172693760475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  468/F0 5.1.84jf�<8E6B38C60CC592E88E990B582A1j�548C9A95A08  TD765821F5 Tf�<8CF583508CC592E88E918E59> Tj�54.12 -0.6  TD /F08.566  Tf�0.0545  Tc (208-52) Tj�38.52  940D (205,59) Tj�38.154 4 0D (257,66) Tj�38.253,91TD (258,64.12 -20.52   (4,761)-58338.28 0  170112355,2325338.28 0  2  230,753)5,1138.28 0  28593937D586,1938.28 0  2  230,7530475581448CC5<914F-1.08  T926E88E918E59> Tj�54.12 -0.690408DA682B95838B> Tj�38.28 0  T82BB85CF19DE8DA6826C89C190B58A72  TD /391.86  1.24.0545  TcCC592E88E990B582A1j�54.12 -0.6  TD 63566  Tf�0.0545  Tc (2051638.28 0  170112355,79) 334251237,69233,5238.28 0  170112355,.25016







Ⅰ．設備管理運営費

（単位：百万円）

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成13-19

実績 (７年間）

営業費 人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 前年度値×人件費変動率【人件費伸び率×取得固定資産伸率】

物件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 前年度値×物件費変動率【ＣＰＩ×効率化×取得固定資産伸率】に事業化を加味

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

施設保全費 人件費 38 42 42 43 45 52 57 60 60 359 前年度値×人件費変動率

物件費 116 133 140 151 171 207 245 270 289 1,473 前年度値×物件費変動率に事業化を加味

合計 154 175 182 194 216 259 302 330 349 1,832

共通費 人件費 20 22 22 22 24 27 30 31 31 187 前年度値×人件費変動率【作業部門費変動率】

物件費 170 190 198 211 236 282



Ⅱ．固定資産

（単位：百万円）

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 算定方法

機械設備 ＦＴＭ 取得固定資産 5,372 6,033 6,351 6,847 7,733 9,336 10,986 12,080 12,856 前年度値＋当年度取得資産－除却額

正味固定資産 1,519 1,627 1,411 1,378 1,682 2,493 3,084 3,020 2,709 前年度値＋当年度取得資産－除却額－減価償却費【当年度稼働資産×0.319】

その他 取得固定資産 149 152 153 155 158 163 167 169 170 前年度値×取得固定資産伸率にＦＴＭの変動率を加味

正味固定資産 44 45 45 46 47 48 49 50 50 前年度値×取得固定資産伸率にＦＴＭの変動率を加味

建物 取得固定資産 5,067 5,153 5,188 5,242 5,336 5,498 5,637 5,712 5,760 前年度値×取得固定資産伸率にＦＴＭの変動率を加味

正味固定資産 2,626 2,671 2,689 2,717 2,766 2,850 2,922 2,961 2,986 前年度値×取得固定資産伸率にＦＴＭの変動率を加味

構築物 取得固定資産 48B65.88 -0.96  TD /F0 10.44.9D (2,717) Tj�41.4 0  TD (2,766) Tj�41.4 0  TD (2,850) Tj�41.T.37  TD (48) Tj�41.4 09,7175,18850

前年度値×取得固定資産伸率にＦＴＭの変動率を加味

正味固定資産1495,4985,71216312,85645
49

2,922















Ⅱ．固定資産

（単位：百万円）

平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

局舎～引込 引込分岐点 局舎～引込 引込分岐点 局舎～引込 引込分岐点 局舎～引込 引込分岐点 局舎～引込 引込分岐点
分岐点間 ～端末間 分岐点間 ～端末間 分岐点間 ～端末間 分岐点間 ～端末間 分岐点間 ～端末間

線路設備 光ケーブル 取得固定資産 304,356 292,933 11,423 351,547 334,292 17,255 397,186 370,890 26,296 463,235 417,874 45,361 531,289 454,398 76,891

正味固定資産 167,392 159,324 8,068 186,764 173,709 13,055 200,753 180,063 20,690 230,167 193,564 36,603 255,321 192,274 63,047

その他 取得固定資産 45,446 41,191 4,255 56,435 51,064 5,371 64,567 58,326 6,241 78,801 70,961 7,840 86,932 77,944 8,988

正味固定資産 16,896 15,309 1,587 20,994 18,991 2,003 24,023 21,696 2,327 29,324 26,400 2,924 32,353 29,001 3,352

土木 取得固定資産 500,451 500,451 0 501,925 501,925 0 538,225 538,225 0 603,947 603,947 0 642,432 642,432 0

正味固定資産 154,905 154,905 0 155,361 155,361 0 166,597 166,597 0 186,940 186,940 0 0取得固定資産





Ⅲ．需要

光サービスの利用意向調査等を元に算定した。

（単位：千芯）

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 備考

光サービス芯線数 250 365 518 783 1,193 1,921 3,238 4,592 5,494

【6月11日申請と同】
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